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令 和 ８ 年 度 

一般会計当初予算概要 



経営会議決定第６号 

令和７年８月２７日 

令和８年度予算編成に関する基本方針 

我が国の経済は、雇用・所得環境の改善や各種政策の効果が緩やかな回復を支

えることが期待されるものの、米国の通商政策が与える影響や金融資本市場の変

動など、依然として先行き不透明な状況にあり、今後の景気動向には引き続き注

意を払わなければならない。 

区財政においては、基幹収入たる特別区民税について、区民所得の堅調な推移

や納税義務者の増加等を踏まえ、令和７年度当初予算では増額を見込んでいるも

のの、ふるさと納税制度による区民税流出額は昨年度に続き５０億円を超えるな

ど、国の不合理な税源偏在是正措置による大幅な減収が続いている。また、今後

に向けては、金利動向が区財政に与えるリスクや米国の通商政策、長引く物価高

騰などが所得環境や企業収益に与える影響にも引き続き留意する必要がある。 

歳出面においては、委託料・工事請負費等の増加や、社会保障関連経費の増加

が依然として見込まれる中、物価高騰に直面する区民生活支援などの足元の課題

に加え、防災・減災対策や、気候変動対策、子育て支援、まちづくり、ジェンダ

ー平等に向けた取組など、今日的な様々な課題にも的確に対応していくことが求

められる状況にある。 

また、令和８年度は、改定した第二次実行計画（令和６年度～令和８年度）の

最終年であり、また、総合計画の折り返しを迎える年として、基本構想に掲げる

将来像「みどり豊かな 住まいのみやこ」の実現に向けて、計画事業を着実に実

行していかなければならない。 

このような状況下においては、引き続き最大限の歳入の確保を図ることはもと

より、区政の第一線で区民と接する各部門が、区民との対話等を通じて把握した

区民意見等を十分に踏まえながら、創意と主体性を存分に発揮し、各事業の実効

性や効率性をより一層高めていくことが重要となる。 

以上の点を踏まえ、令和８年度の予算編成は、以下の方針に基づき行うものと

する。 

記 

１ 全般的事項 

（１）「総合計画・実行計画等」の着実な推進 

令和８年度は、令和５年度に改定を行った第二次実行計画の最終年に当たる

年であり、令和８年度目標値の達成に向けて、計画事業については、今年度行

う単年度の修正項目も含め確実に見積もること。 
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（２）区民生活等の実態の把握

気候区民会議や聴っくオフ・ミーティングなど、区民との対話の取組を通

じて得られた区民意見等を踏まえるとともに、区民生活や区内事業者の実態

等を様々な機会を通じて十分に把握したうえで、時宜を逸することなく必要

な施策展開を図ること。 

（３）経費の精査・見直し

既定事業を含む全事業について、行政評価制度等の活用により、事業の必

要性や有効性の検証と経費の精査を行い、事業をより効果的に実現可能とす

るための事業の見直し・廃止・整理統合・縮小を検討すること。特に複数年

度にわたり執行率が低い事業や成果指標の達成率が低い事業は、廃止の視点

も含めた事業の見直しを図ること。 

また見積もりに当たっては、直近年度における決算数値を踏まえた必要最

小限の金額とするなど、経費の縮減を図るとともに、区民に事業の実施目的

や効果等が広く伝わるよう実施時期や実施方法についても精査を行うこと。 

（４）事業のスクラップ・アンド・ビルド

実行計画の単年度修正により計画事業とするものを除き、計画外の新規事

業についてやむを得ず予算計上する場合は、必ず既定事業の見直し（廃止・

縮小）を行い、その財源を確保した上で必要な経費を見積もるとともに、実

施方法等の見直しを行った既定事業については具体的資料を提出すること。

課内での財源確保が困難な場合は、部内において調整すること。 

（５）ＤＸの推進等

各事業を実施するに当たっては、デジタル化推進基本方針等に基づき、デ

ジタル技術の活用について積極的に検討を行い、行政手続のオンライン対応

やキャッシュレス決済の導入など区民サービスの向上及び業務の効率化を

図ること。 

また、本年１０月に予定している庁内での「情報インフラの再構築」を契

機に、職員の意欲や生産性の向上等を図るため、全庁を挙げて執務環境の改

善・ペーパレス化等に取り組むこと。当該取組については、別途通知するの

で、それに従い対応すること。 

（６）国・都の動向等の注視

国・都の施策の動向や社会の動向に細心の注意を払い、常に先を見据え、

事業の検討を行ったうえで、必要な経費を見積もること。 

（７）特別会計

特別会計については、設置の趣旨に基づき編成すること。特に、一般会計

との均衡を失しないよう十分配慮し、合理的基準により経費を算出するとと
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もに、収入の確保に最大限努めること。 

（８）管理職の関与

管理職員は、現下の財政状況を踏まえ、予算編成に関して職員への適切な

指示を行い、各所管の見積もり内容を把握すること。 

（９）予算編成過程の公表等

区財政の理解は、区政への区民参加の前提となるものであり、予算編成過

程の公表に加え、財政の仕組みや財政状況についても、継続して、区ＨＰ等

を通じて、幅広くわかりやすい情報発信に取り組むこと。 

（10）区民参加型予算

予算編成に区民が直接関与する仕組みである「参加型予算」については、

区民による投票の結果等を踏まえて別途通知するので、それに従い対応する

こと。 

（11）気候変動対策の取組の推進

気候変動対策については、世界的課題であるとともに、いのちに関わる課

題であるとの認識に立ち、施設の新築・改築時等におけるＺＥＢ化・断熱化

の推進や、区立施設の調達電力における再生可能エネルギーへの転換等を図

るほか、涼み処や給水スポットの設置を促進するなど、その取組を積極的に

推進すること。 

２ 歳出 

（１）経常的・定例的経費の削減

経常的事務費や需用費、備品購入費等については、部門間での再利用や適

切な在庫管理等により充足できるよう努め、新規購入は必要最小限となるよ

う見積もるなど、一層のコスト削減に努めること。 

委託料については、人件費や物価等の増要因は適切に見積もりに反映しつ

つも、必要に応じて、従前とは異なる事業者からの見積もり徴取や委託の内

容・範囲の精査を行うなど、経費の削減に努めること。 

（２）公共工事に係る経費

区が発注する公共工事の経費については、労務単価の上昇や建築資材の高

騰などの状況を踏まえ、その必要性、優先度を十分に考慮した上で見積もる

こと。 

施設の改築等に当たっては、事業の構想・設計の段階で、用地の有効活用

や将来の利活用等の視点を踏まえ、真に必要な規模・内容となっているか等

について精査を行い、ライフサイクルコストの縮減につながるよう努めるこ

と。また、施設の改修については、単に年次修繕計画に基づき計上するので
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はなく、将来にわたって長く使い続けることができるように、個別に施設の

老朽度、劣化度を判断したうえで、必要な経費を見積もること。 

（３）特定公契約対象業務の経費等

施設運営パートナーズ制度の指定管理料については、区が指定管理者と

交わした協定書の内容が遵守され、指定管理者のノウハウの幅広い活用ある

いは専門性の確保により、さらなる区民サービスの向上が図られるか精査・

確認すること。また、光熱水費の増や従事者の適切な労働環境の確保に必要

な経費についても、精査して見積もること。 

なお、その他の特定公契約対象業務の経費についても、労働報酬下限額以

上の人件費を見込む必要があることに留意すること。 

（４）補助金の見直し

補助金の原資は区民の税金であり、交付状況やその使途、補助金を交付す

ることによる効果や必要性についても、区民への説明責任を果たせるもので

なくてはならない。各所管においては、令和５年度に更新した「補助金交付

基準及び検証・評価基準」を踏まえた、補助金検証・評価シートを活用し、

終期を迎える補助金だけではなく、全ての補助金について、必要に応じた見

直し・検証を行い見積もること。 

（５）人件費の適正化

デジタル技術の活用や従来の考え方に捉われない視点による見直し等に

より業務の効率化を図るとともに、一時的な事業の集中等の影響から人員に

不足が生じる場合には、事業の統合や応援体制の構築を適時適切に行うなど、

柔軟かつ弾力的な組織運営を行うこと。併せて、長時間労働の是正という働

き方改革の推進の考え方に基づき、職員のワーク・ライフ・バランスと健康

管理の充実を図るとともに、職員の適正配置や効果的・効率的な事務執行に

よる超過勤務の更なる縮減等を通じて、人件費の適正化に努めること。 

（６）再生可能エネルギー電力調達の取組

区立施設で使用する電力の光熱費については、区立施設への再生可能エネ

ルギー電力調達の取組方針に基づき、適正に見積もること。詳細については

後日通知するので、それに従い対応すること。 

３ 歳入 

（１）特別区税

特別区税については、経済情勢や区民所得の動向、ふるさと納税による影

響額や過去における決算の状況、さらには、税制改正の動向等も踏まえた詳

細な検討を行い、国や都の状況等を踏まえ、可能な限りの収入を見積もるこ

と。 
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また、財源の確保と負担の公平性の確保の観点からも滞納整理の一層の促

進など区税等の収納率の向上に向けた取組を強化し、最大限の歳入の確保に

努めること。 

（２）税外収入

保険料、使用料等、税外収入の収入未済対策を強化し、収納率の向上を図

ること。特に、保険料等定期的に徴収するものについては、口座振替への勧

奨を徹底するなど、滞納の未然防止に努めること。 

また、区立施設については、施設利用者の意見等を参考に、施設の運営を

担う指定管理者等と連携しながら、区民にとってより使いやすくなるよう見

直しを行うなど、施設の利用率向上と使用料収入の確保に努めること。 

（３）国・都支出金

国・都支出金については、国等における制度改正や予算編成の動向を十分

注視し、新たなメニューの把握に努めるとともに、他自治体での活用状況を

調査し参考にするほか、補助制度に合わせて事業を見直すなど、あらゆる手

段で獲得可能な特定財源の積極的な確保に努めること。 

４ その他 

予算の見積もりについては、財務会計システムによることとし、見積方法等

の事務処理については、別途通知するので遺漏のないよう留意すること。 
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令　和　８　年　度　　財　政　計　画
（単位：千円）

令 和 ８ 年 度 令 和 ７ 年 度 前 年 比 構 成 比 令 和 ８ 年 度 令 和 ７ 年 度 前 年 比 構 成 比

計 画 額 計 画 額 （％） （％） 計 画 額 計 画 額 （％） （％）

財源保留 1,285,925 退職手当を除く構成比

17.5

揮発油譲与 150,000

重量譲与 590,000

森林環境譲与 71,000

うち退職手当 2,471,337

通常分 6,200,000 元金 1,822,260

増税分 10,580,000 利子 356,898

一借利子 1

住宅ローン等 246,000

環境性能割分 300,000

普通交付 58,000,000

特別交付 2,450,000

財産収入 10,000

一般寄附金 21,980

財調繰入金 0

減債繰入金 32,080

繰越金 2,500,000

諸収入 617,581 新規事業 1,044,946

臨時事業 2,687,512

国庫支出金 43,439,688

都支出金 28,039,199

特 建設事業 915,000

災害援護資金 0

定 分担・負担 1,180,893

使用・手数 3,821,508

財産収入 1,393,264

財 指定寄附金 29,334

施設繰入金 5,749,000

その他繰入 380,802

源 諸収入 2,547,119

254,813,925 227,663,070 27,150,855 111.9 100.0 254,813,925 246,418,215 8,395,710 103.4 ――合　 　計

915,000 5,388,000 △ 4,473,000 17.0 0.4

小　 　計

15,101,920

87,495,807

そ の 他

歳 出 予 算 計

小　 　計 65.7105.79,070,778158,247,340

71.2

――157.7

67.0 1.5

106.7

――

103.2

7.984.0

△ 1,838,061

△ 1,030,207

167,318,118

国 ・ 都 支 出 金

特 別 区 債

104.8

104.7 28.1

180,559,801

40,000

合　 　計

815,2151,285,925
財
源
保
留
額 1,285,925 815,215

差 引 増 減 額備　 　考

75,754,806

41,814,196

小　 　計

157.7

470,710

68,295,200 3,183,687

103.8

職 員 人 件 費

1,930,000

歳　 　出

差 引 増 減 額

△ 10,000 0.8

18.5

3,378,222

119.92,070,000

区　 　分

30.9

歳　 　入

区　 　分 備　 　考

78,649,476

5,870,070

特 別 区 税 2,894,670

配 当 割 交 付 金 2,060,000

108.6

100.0

113.0

99.5

－

△ 299,999

256,000

0

69,415,730

614,245

18,080,077

14,487,675

5,125,561

110.5

112.3

35,509,938 32,131,716

558,795

126.0

5.9

34.3

104.2

46,939,757

0.2

職 員 分

会計年度任用職員分

（一般（旧嘱託員））

14.0

2.3974,139

△ 2,180,090

172,313,581 8,246,220

233,560

4,895,931

35.2

3,100,362 958,430

10,498,087

投 資 事 業

3,732,458

130.9

80.5

156,418,664一 次 経 費

5,570,519

7,925,000

166,916,751

9,025,463単 年 度 経 費

1,589,002

11,205,553

投 資 的 経 費

新 規 経 費

23,959,10520,116,825

253,528,000 245,603,000

2,520,000 1.6

55,650,000

0.0 0.0

会計年度任用職員分
（短時間・専門・臨時）

4,800,000

株 式 等 譲 渡
所 得 割 交 付 金

164.3

6.616,780,000

4,140,000 1,620,000

14,850,000般

特別区財政交付金 60,450,000

地方特例交付金

自 動 車 取 得 税
交 付 金

0

自 動 車 税
環 境 性 能 割 交 付金

地方消費税交付金

交 通 安 全 対 策
特 別 交 付 金

40,000

100.0

23.7

71,478,887

0.0

新 規 ・ 臨 時 事 業

4,058,792

2.2

既 定 事 業

公 債 費 2,179,159 1,945,599

△ 3,842,280

65.8

3.6

1.6

0.9
0 0

188.3 0.2

5,559,749 4,786,549 773,200

290,000

300,000

3,181,641 5,129,534 △ 1,947,893 62.0

102.3

112.0

1

546,000

116.2

0.0

1.2

一

財

源

利 子 割 交 付 金

地 方 譲 与 税 811,000 793,000 18,000

繰 越 金 等

0.3

660,000 850,000 △ 190,000 77.6 0.3
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令和8年度一般会計当初予算　歳入 （教育費）

（単位：千円）

款 本 年 度 予 算 額 前年度予算額 増　減　額 前年度比(%)

12 使用料及び手数料 23,020 70,701 △ 47,681 32.6

13 国 庫 支 出 金 645,228 1,238,789 △ 593,561 52.1

14 都 支 出 金 1,277,324 1,283,246 △ 5,922 99.5

15 財 産 収 入 32,090 36,066 △ 3,976 89.0

17 繰 入 金 2,168,949 3,211,843 △ 1,042,894 67.5

19 諸 収 入 290,966 287,432 3,534 101.2

20 特 別 区 債 915,000 5,139,000 △ 4,224,000 17.8

教 育 費 合 計 5,352,577 11,267,077 △ 5,914,500 47.5
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令和8年度一般会計当初予算　歳出　款別集計表
（単位：千円）

1 議 会 費 849,694 828,256 21,438 102.6% 39 849,655

2 総 務 費 12,352,941 13,463,736 △ 1,110,795 91.7% 2,170,648 10,182,293

3 生 活 経 済 費 10,199,820 10,378,306 △ 178,486 98.3% 3,701,487 6,498,333

4 保 健 福 祉 費 130,439,617 119,850,360 10,589,257 108.8% 68,660,697 61,778,920

5 都 市 整 備 費 15,552,797 15,865,662 △ 312,865 98.0% 5,321,181 10,231,616

6 環 境 清 掃 費 8,908,355 8,288,072 620,283 107.5% 1,032,626 7,875,729

7 教 育 費 25,805,766 32,868,719 △ 7,062,953 78.5% 5,352,577 20,453,189

8 職 員 費 46,939,757 41,814,196 5,125,561 112.3% 1,256,551 45,683,206

9 公 債 費 2,179,251 1,945,691 233,560 112.0% 0 2,179,251

10 諸 支 出 金 2 2 0 100.0% 1 1

11 予 備 費 300,000 300,000 0 100.0% 0 300,000

253,528,000 245,603,000 7,925,000 103.2% 87,495,807 166,032,193

令和8年度一般会計当初予算　歳出（教育費）　経費別前年度比較

（単位：千円）

本年度予算額 前年度予算額 比較増（△）減
前年度比

（%)

20,341,438 19,297,704 1,043,734 105.4%

3,619 5,016 △ 1,397 72.1%

5,460,709 13,565,999 △ 8,105,290 40.3%

25,805,766 32,868,719 △ 7,062,953 78.5%

（参考）８款職員費のうち教育に関するもの　経費前年度比較
（単位：千円）

本年度予算額 前年度予算額 比較増（△）減
前年度比

（%)

3,755,045 3,477,731 277,314 108.0%

3,547,498 2,977,479 570,019 119.1%

7,302,543 6,455,210 847,333 113.1%

歳 出 合 計

本年度予算額の財源内訳

特定財源額 一般財源額
款 本年度予算額 前年度予算額 比較増（△）減

前年度比
（%)

合 計

会計年度任用職員

合 計

常勤職員（再任用含む）

既 定 事 業

臨 時 事 業

投 資 事 業
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　　臨時事業 款名　　教育費

事 業 名 （千円） 特 定 財 源 内 訳 （千円） 摘 要
学校跡地活用事業

　予算額 3,619 その他特定財源 11,393 学校跡地活用事業
（学校跡地貸付収 　旧新泉小学校跡地の活用

　特定財源 11,393 入）

　一般財源 -7,774

教育費 合計

　予算額 3,619

　特定財源 11,393

　一般財源 -7,774
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　　投資事業 款名　　教育費

事　　　　業　　　　名 （千円） 特 定 財 源 内 訳 （千円） 摘　　　　　　　　　　要
適応指導教室環境整備

　予算額 5,666 実施設計
　さざんか天沼教室

　特定財源 0 　－令和９年度までの債務負担行為－
　さざんか荻窪教室

　一般財源 5,666

学びの多様化学校の整備

　予算額 22,073 実施設計

　特定財源 0

　一般財源 22,073

小学校の施設整備

　予算額 398,385 繰入 施設整備基金繰入 189,000 施設整備
金 　受変電設備取替　　　　 １校

　特定財源 189,000 　乗用エレベーター取替　 ２校
　　済美養護学校

　一般財源 209,385 　　桃井第五小学校
　　－令和９年度までの債務負担行為－

その他施設整備
　桃井第四小学校給食リフト改修ほか　延10校

杉並第一小学校の改築

　予算額 310,676 調査及び測量

　特定財源 0 設計
　基本・実施設計

　一般財源 310,676 　設計事務費

土地建物借料

建設事務費

改築工事
　道路工事
　樹木移植

営業補償費

杉並第二小学校の改築

　予算額 239,816 国庫 学校施設建設費補 5,416 環境整備工事
助金

　特定財源 159,416 建設事務費
繰入 施設整備基金繰入 154,000

　一般財源 80,400 金 工事監理

設計

小学校の長寿命化改修

　予算額 571,736 国庫 学校施設建設費補 29,938 杉並第十小学校　工事
助金

　特定財源 298,938 桃井第三小学校　工事
繰入 施設整備基金繰入 269,000

　一般財源 272,798 金
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　　投資事業 款名　　教育費

事 業 名 （千円） 特 定 財 源 内 訳 （千円） 摘 要
桃井第一小学校の改築

　予算額 60,329 調査及び測量

　特定財源 0 基本設計
　－令和９年度までの債務負担行為－

　一般財源 60,329
建設事務費

中学校の施設整備

　予算額 344,880 繰入 施設整備基金繰入 169,000 施設整備
金 　給食室改修　　　　　　　１校

　特定財源 169,000 　　東原中学校
　　－令和９年度までの債務負担行為－

　一般財源 175,880
その他施設整備
　阿佐ヶ谷中学校屋内運動場照明設備改修ほか　

延べ　２校

中瀬中学校の改築

　予算額 430,431 国庫学校施設建設費補 65,212 仮設建物借料
助金 　仮設校舎賃借

　特定財源 304,212
繰入施設整備基金繰入 239,000 改築工事

　一般財源 126,219 金 　解体工事
　環境整備工事
　－令和９年度までの債務負担行為－

建設事務費

工事監理
　－令和９年度までの債務負担行為－

落成式

中学校の長寿命化改修

　予算額 1,223,352 国庫学校施設建設費補 126,658 井荻中学校 工事
助金

　特定財源 677,704 泉南中学校 工事
都支公立学校施設防災 11,046 　－令和９年度までの債務負担行為－

　一般財源 545,648 機能強化支援事業
補助金 松ノ木中学校　工事

繰入施設整備基金繰入金 540,000 大宮中学校　工事

東田中学校　工事
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　　投資事業 款名　　教育費

事　　　　業　　　　名 （千円） 特 定 財 源 内 訳 （千円） 摘　　　　　　　　　　要
神明中学校の改築

　予算額 1,625,158 国庫学校施設建設費負 20,022 設計
担金 　再積算業務委託

　特定財源 1,207,843
国庫学校施設建設費補 120,821 建設事務費

　一般財源 417,315 助金
改築工事

繰入施設整備基金繰入 152,000
金 建設工事

　所在地　　南荻窪二丁目37番
教育債 915,000 　延床面積　８，１３７．６６㎡

　工事期間　令和６年９月～令和９年７月
　－令和９年度までの債務負担行為－

仮設建物借料
　仮設校舎賃借
　－令和９年度までの債務負担行為－

工事監理
　－令和９年度までの債務負担行為－

初度調弁
　給食室厨房機器
　－令和９年度までの債務負担行為－
　（令和８年度予算計上なし）

西宮中学校の改築

　予算額 74,154 基本・実施設計
　－令和９年度までの債務負担行為－

　特定財源 0
調査及び測量

　一般財源 74,154
建設事務費

天沼中学校の改築

　予算額 154,053 建設事務費

　特定財源 0 調査及び測量

　一般財源 154,053 設計
　設計事務費
　実施設計
　－令和9年度までの債務負担行為－

改築工事
　解体工事

仮設建物借料
　仮設校舎賃借
　－令和13年度までの債務負担行為－
　（令和８年度予算計上なし）

教育費 合計

　予算額 5,460,709

　特定財源 3,006,113

　一般財源 2,454,596
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令和8年度当初予算　教育費　事業別一覧
（単位：千円）

令和7年度

№ 事業名 当初予算額 特定財源 一般財源 前年度比 当初予算額

1 杉並区教育委員会等の運営 39,473 2 39,471 259.3% 15,224

2 地域運営学校等推進 41,623 0 41,623 94.6% 43,977

3 学校の支援 316,929 66,448 250,481 113.8% 278,383

4 学校跡地活用事業 3,619 11,393 △ 7,774 72.1% 5,016

5 いじめ問題対策委員会等の運営 11,869 0 11,869 82.3% 14,414

6 ◆ 教育委員会事務局の庶務事務 0 0 0 皆減 10,975

7 学校人事・給与事務 1,483,567 1 1,483,566 111.4% 1,331,779

8 学校職員福利厚生 12,523 4,228 8,295 101.5% 12,341

9 就学事務 118,296 81,641 36,655 507.0% 23,332

10 特別支援教育 264,185 11,622 252,563 102.4% 258,078

11 高校生奨学資金貸付 10,108 29,815 △ 19,707 77.0% 13,134

12 児童・生徒の健康推進 12,742 0 12,742 104.9% 12,151

13 学校職員の健康管理 51,874 0 51,874 102.1% 50,803

14 教育職員人事事務 46,780 0 46,780 142.6% 32,813

15 ◆ 特別支援学級・学校の環境整備 0 0 0 皆減 859,417

16 国際理解教育の推進 177,762 11,019 166,743 106.8% 166,401

17 情報教育の推進 3,416,419 199,732 3,216,687 91.7% 3,727,172

18 通学路の設置管理 320,760 0 320,760 103.8% 309,159

19 学校給食の推進 4,621,401 1,223,174 3,398,227 107.1% 4,316,900

20 区立学校教育活動の推進 48,686 0 48,686 104.6% 46,555

21 児童・生徒災害共済給付 28,936 0 28,936 101.1% 28,612

22 済美教育センター運営管理 4,905 0 4,905 88.0% 5,572

23 教育相談等運営 36,571 1,750 34,821 53.8% 67,918

24 教職員の研修 8,518 160 8,358 86.5% 9,843

25 学校教育への支援 62,863 7,847 55,016 117.2% 53,644

26 ◆ 学校支援教職員 0 1 △ 1 皆減 181

27 就学前教育 11,705 8,809 2,896 205.0% 5,710

28 学校図書館の充実 3,271 0 3,271 103.7% 3,155

29 いじめ対策等の充実 12,123 0 12,123 208.3% 5,819

30 済美教育センター維持管理 38,212 66 38,146 70.0% 54,625

31 就学前教育支援センター維持管理 22,773 0 22,773 119.0% 19,133

32 ◆ 済美教育センター環境整備 0 0 0 皆減 575,567

33 ★ 教育相談室等維持管理 87,252 67 87,185 皆増 0

34 適応指導教室環境整備 5,666 0 5,666 63.8% 8,877

35 ★ 学びの多様化学校の整備 22,073 0 22,073 皆増 0

36 小学校の運営管理 3,755,481 422,996 3,332,485 107.0% 3,508,779

37 小学校の維持管理 177,839 3,953 173,886 101.9% 174,467

38 小学校の健康管理 195,026 786 194,240 102.9% 189,490

39 小学校の移動教室 374,101 0 374,101 106.7% 350,624

40 小学校就学諸援助 59,224 20 59,204 87.0% 68,098

令和8年度

13



№ 事業名 当初予算額 特定財源 一般財源 前年度比 当初予算額

41 小学校障害児就学奨励 1,560 576 984 116.2% 1,342

42 小学校の施設整備 398,385 189,000 209385 146.7% 271,508

43 杉並第一小学校の改築 310,676 0 310,676 455.2% 68,257

44 杉並第二小学校の改築 239,816 159,416 80,400 44.8% 534,914

45 小学校の長寿命化改修 571,736 298,938 272,798 54.7% 1,045,744

46 ★ 桃井第一小学校の改築 60,329 0 60,329 皆増 0

47 中学校の運営管理 1,771,396 216,586 1,554,810 120.3% 1,471,917

48 中学校の維持管理 72,260 0 72,260 103.1% 70,089

49 中学校の健康管理 93,297 196 93,101 104.5% 89,313

50 中学校の移動教室 177,494 1,352 176,142 105.7% 167,903

51 中学校就学諸援助 91,681 314 91,367 98.4% 93,131

52 中学校障害児就学奨励 2,413 1,008 1,405 97.2% 2,482

53 中学校の施設整備 344,880 169,000 175,880 96.0% 359,334

54 ◆ 富士見丘小・中学校の改築 0 0 0 皆減 3,191,276

55 中瀬中学校の改築 430,431 304,212 126,219 10.9% 3,938,725

56 中学校の長寿命化改修 1,223,352 677,704 545,648 81.6% 1,499,578

57 神明中学校の改築 1,625,158 1,207,843 417,315 156.2% 1,040,564

58 西宮中学校の改築 74,154 0 74,154 87.9% 84,357

59 天沼中学校の改築 154,053 0 154,053 175.3% 87,881

60 社会教育委員 1,186 0 1,186 103.9% 1,142

61 社会教育の振興 9,531 1,851 7,680 101.9% 9,349

62 学校開放施設の団体・区民利用等 118,088 18,316 99,772 103.8% 113,720

63 文化財調査・保護 20,548 2,749 17,799 97.1% 21,165

64 地域教育力の向上 10,707 0 10,707 97.1% 11,023

65 郷土博物館の運営管理 18,878 1,674 17,204 105.2% 17,943

66 図書館運営 1,633,594 0 1,633,594 100.4% 1,626,975

67 次世代型科学教育の推進 21,150 14,785 6,365 108.5% 19,500

68 社会教育事業の運営 14,260 31 14,229 99.1% 14,386

69 社会教育センター維持管理 133,834 4 133,830 108.4% 123,483

70 郷土博物館の維持管理 64,136 36 64,100 125.2% 51,218

71 図書館施設維持管理 200,145 1,456 198,689 117.7% 170,002

72 科学の拠点等の維持管理 11,483 0 11,483 92.9% 12,360

教育費　合計 25,805,766 5,352,577 20,453,189 78.5% 32,868,719

★ は当該年度からの事業

◆ は廃止事業
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債務負担行為

（単位：千円）
期 間

令和９年度まで

令和９年度まで

令和９年度まで

令和９年度まで

令和９年度まで

令和９年度まで

令和９年度まで

令和９年度まで

令和13年度まで

令和９年度まで

事 項 限 度 額

適 応 指 導 教 室 環 境 整 備
（ 天 沼 中 学 校 実 施 設 計 ）

１４，０００

小 学 校 の 施 設 整 備
（ 桃 井 第 五 小 学 校 ・ 済 美 養 護
学 校 昇 降 機 設 備 取 替 工 事 ）

８４，０００

桃 井 第 一 小 学 校 の 改 築
（ 基 本 設 計 ）

６６，０００

中 学 校 の 運 営 管 理
（富士見丘中学校仮移転先建物等解体工事）

１８７，０００

７，０００

中 瀬 中 学 校 の 改 築
（ 環 境 整 備 工 事 ）

４３３，０００

中 学 校 の 長 寿 命 化 改 修
（泉南中学校昇降機・受変電設備取替工事）

８７，０００

中 学 校 の 施 設 整 備
（ 杉 森 中 学 校 給 食 室 改 修 設 計 ）

神 明 中 学 校 の 改 築
（ 厨 房 機 器 購 入 ）

４１，０００

天 沼 中 学 校 の 改 築
（ 仮 設 校 舎 賃 借 ）

１，７８６，０００

天 沼 中 学 校 の 改 築
（ 実 施 設 計 ）

１２８，０００
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（単位：千円）

事　 　項 限　　度　　額

令和3年度

770,000 ～ 427,460 令和8年度 5,830 0 0 0 5,830

令和7年度

令和4年度 令和8年度

595,000 ～ 346,855 ～ 248,145 0 0 0 248,145

令和7年度 令和9年度

令和5年度 令和8年度

1,420,000 ～ 489,217 ～ 540,713 0 0 0 540,713

令和7年度 令和9年度

令和5年度 令和8年度

429,000 ～ 162,237 ～ 255,784 0 0 0 255,784

令和7年度 令和10年度

令和6年度

181,000 ～ 37,086 令和8年度 132,232 0 0 0 132,232

令和7年度

令和6年度 令和8年度

5,331,000 ～ 716,300 ～ 4,614,274 453,117 3,313,000 558,021 290,136

令和7年度 令和9年度

令和6年度 令和8年度

351,000 ～ 114,494 ～ 236,216 0 0 0 236,216

令和7年度 令和9年度

令和6年度 令和8年度

513,000 ～ 99,732 ～ 413,268 0 0 0 413,268

令和7年度 令和11年度

令和6年度 令和8年度

455,000 ～ 87,664 ～ 367,336 0 0 0 367,336

令和7年度 令和11年度

令和6年度 令和8年度

498,000 ～ 96,172 ～ 401,828 0 0 0 401,828

令和7年度 令和11年度

令和6年度 令和8年度

457,000 ～ 88,287 ～ 368,713 0 0 0 368,713

令和7年度 令和11年度

令和6年度 令和8年度

456,000 ～ 88,460 ～ 367,540 0 0 0 367,540

令和7年度 令和11年度

令和6年度 令和8年度

568,000 ～ 110,435 ～ 457,565 0 0 0 457,565

令和7年度 令和11年度

令和6年度 令和8年度

453,000 ～ 86,109 ～ 366,891 0 0 0 366,891

令和7年度 令和11年度

令和6年度 令和8年度

427,000 ～ 83,121 ～ 343,879 0 0 0 343,879

令和7年度 令和11年度

22,000 令和7年度 ― 令和8年度 21,881 0 0 0 21,881

47,000 令和7年度 ― 令和8年度 46,526 0 0 23,000 23,526

127,000 令和7年度 ― 令和8年度 106,289 0 0 0 106,289

162,000 令和7年度 ― 令和8年度 137,300 60,265 0 53,000 24,035

96,000 令和7年度 ― 令和8年度 58,643 0 0 29,000 29,643

79,000 令和7年度 ― 令和8年度 77,889 42,492 0 17,000 18,397

令和8年度

180,000 令和7年度 ― ～ 176,081 0 0 0 176,081

令和9年度

236,000 令和7年度 ― 令和8年度 229,400 5,416 0 154,000 69,984

85,000 令和7年度 ― 令和8年度 66,921 0 0 0 66,921

3,000 令和7年度 ― 令和8年度 986 0 0 0 986

21,000 令和7年度 ― 令和8年度 20,790 0 0 0 20,790

12,000 令和7年度 ― 令和8年度 11,781 0 0 0 11,781

小学校の運営管理
（校庭地表金属物調査）

中学校の運営管理
（校庭地表金属物調査）

小学校の移動教室

中学校の移動教室

中学校の施設整備
（東原中学校給食室改修工事）

中瀬中学校の改築
（解体工事）

中学校の長寿命化改修
（井荻中学校昇降機・受変電設
備取替工事）

中学校の長寿命化改修
（大宮中学校受変電設備取替工
事）

西宮中学校の改築
（基本実施設計）

杉並第二小学校の改築
（環境整備工事）

小学校の施設整備
（済美養護学校昇降機取替工
事）

小学校の施設整備
（四宮小学校受変電設備取替工
事）

指定管理者制度による
下井草図書館の管理運営

指定管理者制度による
高井戸図書館の管理運営

指定管理者制度による
方南図書館の管理運営

指定管理者制度による
今川図書館の管理運営

指定管理者制度による
高円寺図書館の管理運営

指定管理者制度による
宮前図書館の管理運営

指定管理者制度による
成田図書館の管理運営

指定管理者制度による
阿佐谷図書館の管理運営

指定管理者制度による
南荻窪図書館の管理運営

神明中学校の改築
（整備工事・解体工事）

杉並第一小学校の改築
（基本実施設計）

指定管理者制度による
永福図書館の管理運営

指定管理者制度による
社会教育センターの管理運営

神明中学校の改築
（仮設校舎賃借）

中瀬中学校の改築
（仮設校舎賃借）

 債務負担行為で翌年度以降にわたるものについての前年度末までの支出額または支出額の見込み及び当該年度以降の支出予定額等に関する調書

前　年　度　末　ま　で　の
当該年度以降の支出予定額

左　 　の　 　財　 　源　 　内　 　訳

支　　出　（見　　込）　　額 特　 　定　 　財　 　源 一　般　財　源
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地方債
（単位：千円）

起　債　の　目　的 限 度 額 起債の方法 利 率 償還の方法 備　考

証券発行又は ５．０％ 起 債 のと 金 融

1 神明中学校の改築 915,000 普通貸借の方法 以　内 きから据置 事 情 そ

により政府その （ た だ 期間を含め の 他 の

他から起債する。 し 、 利 ３ ０ 年 以 内 都 合 に

証券発行の場 率 見 直 に 元 利 均 よ り 、

合における発行 し 方 式 等、元金均 起 債 額

価 格 は 、 額 面 で 借 り 等、満期一 の 全 部

１ ０ ０ 円 に つ き 入 れ る 括その他の 又 は 一

９ ８ 円 以 上 と す 資 金 に 方法で償還 部 を 翌

る。 ついて、 する。 年 度 に

なお、証券発 利 率 の た だ し 、 繰 延 起

行の場合におい 見 直 し 融通条件又 債 す る

て発行価格が額 を 行 っ は財政の都 こ と も

面金額を下回る た 後 に 合 によ り償 あ る 。

と きは 、 そ の発 お い て 還年限を短

行価格差減額を は 、 当 縮し、繰上

埋めるために必 該 見 直 償還をする

要な金額を左欄 し 後 の こともある。

の限度額に加算 利 率 ）

した金額を限度

額 と す る こ と も

ある。

915,000

番号

合　　　　　　計
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施設整備基金繰入金・起債等充当一覧
（単位：千円）

国・都支出金 繰　入　金（７０％） 特別区債 そ　の　他 計
（国庫支出金）

小学校の運営管理 728,351 118,580 304,000 0 0 422,580 305,771
（都支出金）

小学校の施設整備 378,695 0 189,000 0 0 189,000 189,695

杉並第一小学校の改築 36,300 0 0 0 0 0 36,300

杉並第二小学校の改築 229,400 5,416 154,000 0 0 159,416 69,984
（国庫支出金）

小学校の長寿命化改修 568,030 29,938 269,000 0 0 298,938 269,092
（国庫支出金）
（国庫支出金）

中学校の運営管理 346,692 70,887 137,000 0 0 207,887 138,805
（都支出金）

中学校の施設整備 338,177 0 169,000 0 0 169,000 169,177
（国庫支出金）
（国庫支出金）

中瀬中学校の改築 419,100 74,507 239,000 0 0 313,507 105,593
（都支出金）
（国庫支出金）

中学校の長寿命化改修 1,219,065 137,704 540,000 0 0 677,704 541,361
（都支出金）

神明中学校の改築 1,274,000 140,843 152,000 915,000 0 1,207,843 66,157
（国庫支出金）

天沼中学校の改築 82,244 0 0 0 0 0 82,244

合　 　計 5,620,054 577,875 2,153,000 915,000 0 3,645,875 1,974,179

一般財源事　　 　　業　　 　　名 計　上　額
特　　　　 定　　　　 財　　　　 源
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令和８年度 次世代育成基金繰入金　充当一覧

（単位：円）

歳入 歳入

繰入額
子どもに
かかる経費

基金活用額 繰入額
子どもに
かかる経費

基金活用額

003 小学生名寄自然体験交流事業 601900 生涯学習推進課 1,851,000 3,702,428 1,851,000 1,910,000 3,820,000 1,910,000

005 中学生小笠原自然体験交流 604100 済美教育センター 3,079,000 6,159,920 3,079,000 2,906,000 5,812,570 2,906,000

006 中学生海外留学 604100 済美教育センター 11,019,000 22,038,994 11,019,000 9,027,000 18,055,704 9,027,000

合計 15,949,000 31,901,342 15,949,000 13,843,000 27,688,274 13,843,000

令和8年度 令和7年度（当初予算額）

歳出 歳出

次世代育成基金繰入金 主管課名
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令和７-８年度　基金の状況

積立基金の状況 （単位：千円）

施 設 整
備

財 政 調
整

Ｎ Ｐ Ｏ
社 会 福

祉
区 営 住

宅
次世 代育

成
森 林 環

境
介護 給付

費

基 金 基 金
支 援 基

金
基 金

整 備 基
金

基 金
譲与 税基

金
準 備 基

金

元 年 度 末 残 高 8,970,807 45,806,385 2,649,280 8,176 632,291 2,367,508 31,746 100,484 0 60,566,677 3,505,685 64,072,362

２ 年 度 積 立 額 4,004,393 1,413,580 1,275,965 707 154,318 159,112 5,890 9,362 10,000 7,033,327 1,602,172 8,635,499

２ 年 度 取 崩 額 2,101,000 6,378,318 235,200 1,056 0 130,000 447 6,176 0 8,852,197 1,046,885 9,899,082

２ 年 度 末 残 高 10,874,200 40,841,647 3,690,045 7,827 786,609 2,396,620 37,189 103,670 10,000 58,747,807 4,060,972 62,808,779

３ 年 度 積 立 額 6,007,969 21,072,622 910,917 6,816 19,683 128,204 17,949 19,211 6 28,183,377 1,270,644 29,454,021

３ 年 度 取 崩 額 2,317,000 13,355,444 1,994,400 1,274 3,000 61,000 447 7,988 0 17,740,553 273,554 18,014,107

３ 年 度 末 残 高 14,565,169 48,558,825 2,606,562 13,369 803,292 2,463,824 54,691 114,893 10,006 69,190,631 5,058,062 74,248,693

４ 年 度 積 立 額 8,010,550 9,201,974 823,212 692 2,065 147,823 12,355 10,824 52,281 18,261,776 913,546 19,175,322

４ 年 度 取 崩 額 2,061,000 355,789 818,800 974 0 129,000 445 19,220 0 3,385,228 628,111 4,013,339

４ 年 度 末 残 高 20,514,719 57,405,010 2,610,974 13,087 805,357 2,482,647 66,601 106,497 62,287 84,067,179 5,343,497 89,410,676

５ 年 度 積 立 額 7,866,086 1,664,384 716,530 729 4,974 106,351 7,679 9,207 64 10,376,004 1,106,452 11,482,456

５ 年 度 取 崩 額 2,433,000 1,606,373 564,000 1,095 0 101,000 445 25,759 0 4,731,672 924,253 5,655,925

５ 年 度 末 残 高 25,947,805 57,463,021 2,763,504 12,721 810,331 2,487,998 73,835 89,945 62,351 89,711,511 5,525,696 95,237,207

６ 年 度 積 立 額 6,046,524 3,737,253 579,125 342 23,374 132,114 25,818 42,645 15,805 10,603,000 1,136,558 11,739,558

６ 年 度 取 崩 額 3,736,000 0 558,760 795 116,504 98,000 52,739 22,106 20,956 4,605,860 847,051 5,452,911

６ 年 度 末 残 高 28,258,329 61,200,274 2,783,869 12,268 717,201 2,522,112 46,914 110,484 57,200 95,708,651 5,815,203 101,523,854

７ 年 度 当 初 積 立 予 算 額 113,046 244,777 585,385 2,020,000 33,105 28,328 60,339 16,589 26,073 165 3,127,807 110,270 3,238,077

７ 年 度 当 初 取 崩 予 算 額 4,222,000 2,000,000 0 0 1,500 0 91,682 500 29,553 0 6,345,235 1,161,724 7,506,959

７年度補正第１号積立予算
額

10,000 10,000 10,000

７年度補正第１号取崩予算
額

0 0

７年度補正第３号積立予算
額

8,016,000 427,006 901 190,366 535 195,625 10,000 8,840,433 8,840,433

７年度補正第３号取崩予算
額

0 0

７年度補正第５号積立予算
額

0 0

７年度補正第５号取崩予算
額

500,000 500,000 500,000

７年度補正第６号積立予算
額

0 0

７年度補正第６号取崩予算
額

61,987 61,987 61,987

７年度補正第７号積立予算
額

4,000,000 1,687,029 4,000,000 9,687,029 681,603 10,368,632

７年度補正第７号取崩予算
額

0 0

７ 年 度 積 立 予 算 額 計 12,129,046 2,358,812 585,385 6,020,000 34,006 218,694 60,339 17,124 231,698 165 10,000 21,665,269 791,873 22,457,142

７ 年 度 取 崩 予 算 額 計 4,222,000 2,561,987 0 0 1,500 0 91,682 500 29,553 0 0 6,907,222 1,161,724 8,068,946

７ 年 度 末 残 高 見 込 額 36,165,375 60,997,099 3,369,254 6,020,000 44,774 935,895 2,490,769 63,538 312,629 57,365 10,000 110,466,698 5,445,352 115,912,050

増 減 額
( ７ 年 度 末 残 高 見 込 額 - ６ 年 度 末 残 高 )

7,907,046 △ 203,175 585,385 6,020,000 32,506 218,694 △ 31,343 16,624 202,145 165 10,000 14,758,047 △ 369,851 14,388,196

増 減 率
( ７ 年 度 末 残 高 見 込 額 / ６ 年 度 末 残 高 )

128.0% 99.7% 121.0% - 365.0% 130.5% 98.8% 135.4% 283.0% 100.3% - 115.4% 93.6% 114.2%

８ 年 度 当 初 積 立 予 算 額 206,499 365,983 589,570 2,136,340 1,769 4,700 99,820 8,500 11,863 345 3,060 3,428,449 87,464 3,515,913

８ 年 度 当 初 取 崩 予 算 額 5,749,000 32,080 1,500 145,015 500 29,444 5,400 5,962,939 1,403,316 7,366,255

８ 年 度 末 残 高 見 込 額 30,622,874 61,363,082 3,926,744 8,156,340 45,043 940,595 2,445,574 71,538 295,048 57,710 7,660 107,932,208 4,129,500 112,061,708

小　 　計 合　 　計基　　金　　名
減 債 基

金
みどりの基

金
杉並区役所庁舎

整備基金
児童養護施設退所

者等応援基金
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令和８年度予算 参考資料 

1（参考資料） 

 

    33,108,309千円 

 

令和 8年度は、「杉並区教育ビジョン 2022推進計画（令和 6年度～令和 8年度）」の最

終年度にあたり、各取組の目標達成に向けて、着実に施策を推進していきます。 

学校教育分野では、各小学校に配置の担任業務を補佐するエデュケーション・アシスタン

トの増員に加え、試行的に区費時間講師を追加配置し、授業の質の向上及び教員の働き方改

革を推進するほか、引き続き教育課題研究に取り組む学校を除く全区立学校を研究校に指

定し、各校の課題に応じた研究を進めます。 

また、令和 7年度に実施した校務系・学習系ネットワークの統合や、校務支援システムの

クラウド化の環境を生かし、次世代校務ＤＸを推進するとともに、ＩＣＴを活用した効果的

な授業や、効率的な校務に資する教職員向けの研修を実施します。 

特別な支援を必要とする児童・生徒の増加や、不登校及びその傾向のある児童・生徒への

支援強化が喫緊の重要課題であることから、支援の担い手である通常学級支援員・特別支援

学級（学校）介助員を増員するとともに、必要な関係機関と児童・生徒をつなぐ役割のスク

ールソーシャルワーカーやスクールカウンセラーを拡充し、様々な専門職が連携する「チー

ム学校」の体制を強化します。 

いじめをはじめとする学校問題への対応については、「学校問題対応支援係（ＣＥＤＡＲ
シ ダ ー

）」

に新たに学校問題対応専任弁護士を配置し、法律に基づく専門的な支援を強化するほか、不

登校生徒への教育機会の確保を目的とする学びの多様化学校について令和 10年 4月の設置

に向け、施設の設計等を開始します。 

区立学校等の管理下において、怪我等により救急搬送し、病院において緊急性が認められ

ないと判断された場合に保護者が病院に支払う「選定療養費」に対する補助制度を新たに創

設し、学校等の安全の強化と保護者の負担軽減に努めていきます。また、区立学校の適正規

模や区費教員の活用について検討に着手します。 

部活動に関しては、社会教育事業への移行に向け、地域との連携・協働により、持続可能

な活動環境を整備するため、学校支援本部によるスポーツ活動や文化芸術的な活動を行う

放課後等活動の実施校を拡充し、部活動の地域展開を進めます。合わせて、小学校の朝の居

場所事業も、学校支援本部の協力を得て、実施校を拡充します。 

就学前教育分野では、乳幼児の興味・関心に応じた探究活動を一定程度継続的に実践する

「とうきょう すくわくプログラム」の実施を全子供園に拡充し、幼児の興味・関心を更に

深める取組を進めます。 

学校教育環境の整備・充実では、「杉並区立学校施設整備計画（第 2次改築計画）」に基づ

き、新たに桃井第一小学校の改築検討懇談会を開催し基本設計を行うほか、引き続き小学校

2校、中学校 4校の改築を進めます。また、長寿命化改修では杉並第十小学校の改修を計画

的に進めます。さらに、近年の猛暑への対策として、空調機未設置教室への新規設置や更新

期を迎えた空調機の取替えを進めるとともに、天井断熱改修工事を行い、児童･生徒が安心

して学習に取り組むことができる環境整備を行います。  

社会教育分野では、日本を代表する詩人「谷川俊太郎」の資料の収蔵・展示施設について

の検討を進めるなど、貴重な文化財の保全とその活動を後世に伝える取組を進めます。また、

引き続き歴史的資料等のデジタルアーカイブ化を推進し、区の歴史・文化を広く発信してい

きます。 

 中央図書館では、導入が完了したＩＣタグシステムを円滑に活用し、利用者の一層の利便

性の向上に努めるとともに、老朽化した宮前図書館等の今後の更新方法等について検討を

進めていきます。 

 教育委員会事務局 

令和８年度主要事業の概要 



令和８年度予算 参考資料 

2（参考資料） 

 

済美教育センター 

 

事業の目的・概要 

 児童・生徒が自分らしい学びと多様な他者と協働する学びを一体的に進めることにより、

生涯にわたって学び続ける力が育まれるよう、学校の教育活動の支援を行います。 

また、児童・生徒一人ひとりの可能性を最大限に引き出し、主体的な学びを支える質の高

い教育を行っていくために、教員自身が主体的に学び、継続的に資質・能力の向上を図って

いくことができるよう、研修を実施していきます。 

 

主な取組内容 

➢ 全校研究校の取組実施及びアンケートツールを活用した児童・生徒の状況把握 

教育課題研究については、これまで特定の学校を研究校に指定し、特定の教育課題の

研究に取り組んでいましたが、令和 8年度はこうした取組のほかに、区立小・中学校・

養護学校の教育の更なる質の向上を図るため、試行的な取組として、引き続き教育課題

研究に取り組む学校を除く全区立学校を新たに研究校に指定し、各校が抱える様々な

教育課題に応じた研究を進めます。 

また、タブレット端末によるアンケートツールの活用を拡大し、学級集団の状態を把

握するとともに、不登校やいじめ被害など配慮する必要性の高い児童・生徒の早期発見

に取り組みます。 

 

➢ 帰国・外国人児童生徒への支援 

区立学校に在籍する帰国・外国人児童生徒は、年々増加しており、学校からの日本語

指導の要請は増加しています。そのため、学校に講師が訪問し日本語の指導（訪問・補

充指導）を行うことにより、学習や生活に必要な日本語を学べるよう支援します。新た

に、「多文化多言語の子どものことばの力を一対一の対話を通して捉える支援つきの評

価法」であるＤＬＡ（ Dialogic Language Assessment for Culturally and 

Linguistically Diverse Students『文化的言語的に多様な背景を持つ外国人児童生徒

等のための対話型アセスメント』）を導入します。また、学校での日本語指導に加えて

学校外でも日本語を学びたい意欲のある児童・生徒を対象とした「子ども日本語教室」

を文化・交流課及び杉並区交流協会と連携をしながら実施します。 

 

➢ 教員研修の実施 

多様な子どもの学びと成長を支えるため、教員の資質・能力の向上を図ります。各学

校の課題に応じて、校内研究や研修を支援し、授業への指導・助言を行う訪問型要請研

修を実施します。また、教員一人ひとりのニーズに合わせて受講方法が選択できるよう、

集合型研修のほか、オンライン研修やオンデマンド研修を実施するとともに、いつでも

実施した研修を見返すことができる研修動画の公開など、柔軟な受講方法を整えます。 

 

【既定】 学校教育への支援 予算額   62,863千円 

【既定】 国際理解教育の推進 予算額   177,762千円 

【既定】 教職員の研修 予算額 8,518千円 

【学び】 施策 22 学び続ける力を育む学校教育の推進 
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庶務課 

 

事業の目的・概要 

 児童・生徒 1 人 1 台専用タブレット端末や高速大容量の通信ネットワーク、液晶型電子

黒板（大型掲示装置・実物映写機）等の学校ＩＣＴ環境の整備を図るとともに、同端末への

学習支援ソフトの導入により、児童・生徒の情報活用能力の育成を行うことで、全ての児童・

生徒の可能性を引き出す「個別最適な学び」と「協働的な学び」の実現を目指します。 

 また、教職員の働きやすさと教育活動の一層の高度化を目指して、令和 7年度に実施した

校務系・学習系ネットワークの統合や、校務支援システムのクラウド化、業務端末のロケー

ションフリーを可能とする学校情報ネットワークシステムの環境を生かし、同システムや

ＡＩ（人工知能）を活用した 次世代校務ＤＸを推進します。さらに、ＩＣＴを活用した効

果的な授業や、効率的な校務に資する教職員向けの研修も実施します。 

主な取組内容 

➢ 児童・生徒１人１台専用タブレット端末の整備と活用の推進 

ＩＣＴを活用した教育活動が安定的に行えるよう、約 10,000台のタブレット端末の

更新を行います。これによりほぼ全ての端末が、ＧＩＧＡスクール第二期で調達した端

末となり、安定稼働が達成されます。児童・生徒同士の意見交換を伴う授業実施が可能

なホワイトボードツールや、児童・生徒の理解度に応じた演習ができるＡＩ型学習ドリ

ル等、児童・生徒 1 人 1 台専用タブレットを活用した教育活動の更なる推進に取り組

みます。 

➢ 各教室への液晶型電子黒板（大型掲示装置・実物映写機）の整備 

ホワイトボードツールを利用した児童・生徒同士の意見や考え方の共有など、指導者

用デジタル教科書等のデジタル教材を効果的に活用できる液晶型電子黒板を、普通教

室に加えて特別教室にも設置します。これにより、板書等に比べて教職員の授業準備に

かかる負担が大幅に削減されるほか、タッチ機能や手書き機能、実物映写機能により要

所の拡大やポイントの記入、作品の拡大掲示が行えるなど、より効果的な指導が可能と

なります。 

➢ 学校ホームページ作成ツールの導入 

開かれた学校としてこれまで以上に入学予定者や地域への情報発信を強化するとと

もに、障害者差別解消法に基づくＷＥＢ アクセシビリティ対応等を行うため、全区立

学校のホームページに同一のＣＭＳ※を導入します。これによりホームページの視認性

が向上するほか、システムの操作性が向上することで教職員の更新負担の軽減を目指

します。  
※ ＣＭＳ…「Contents Management System：コンテンツ・マネジメント・システム」の略で、Web サイトのコン

テンツを構成するテキストや画像、デザインなどを一元的に保存・管理するシステムのこと。 

 

 

 

 

 

【既定】 情報教育の推進 予算額   3,416,419千円 

【学び】 施策 22 学び続ける力を育む学校教育の推進 

 
新規 
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就学前教育支援センター 

 

事業の目的・概要 

幼児教育アドバイザー※1 による区立子供園等への訪問を実施し、若手教諭の育成や園運

営に関する助言・支援を行います。 

また、区立子供園で行う就学前教育の研究成果を活用しながら、区内全ての就学前教育施

設に対する教育的支援を実施し、就学前教育の更なる質の向上を目指します。 

※1 幼児教育アドバイザー…幼稚園や小学校の管理職経験者等で、保育観察やヒアリング等を通じて把握した課題に

ついて、解決に向けた助言を行う者 

 

主な取組内容 

➢ 就学前教育の調査・研究の推進と質の向上 

区立子供園における「幼児期に育みたい資質・能力」をテーマとする教育課題研究や、

就学前教育支援センターに併設する成田西子供園と連携・協働し、同園が抱える教育課

題をテーマに研究を実施します。 

また、令和 7 年度から子供園 2 園で取り組んでいる「とうきょうすくわくプログラ

ム※2」について、幼児の興味・関心に応じた主体的・協働的な探究活動を行い、発達の

土台となる意欲・自己肯定感・社会性等の非認知能力を培っていくため、実施園を子供

園全園に拡大します。 

幼児教育研修や特別支援教育研修等は、オンラインやオンデマンド等、多様な研修方

法を用いることでより多くの就学前教育施設の研修への参加を促し、保育者の質の向

上を図ります。 

※2 「とうきょうすくわくプログラム」…全ての乳幼児の「伸びる・育つ」と「好奇心・探究心」を応援する幼

保共通のプログラムであり、乳幼児の豊かな心の育ちをサポートするため、各園の選択したテーマに沿った

主体的・協働的な探究活動の実践を東京都が支援するもの 

➢ 幼保小連携の推進 

就学前教育施設から小学校への生活や学びが円滑に接続できるよう、文部科学省が

推進する「幼保小の架け橋プログラム※3」を踏まえ、「杉並区幼保小接続期カリキュラ

ム・連携プログラム」を改定します。改定版は区ホームページへ掲載するとともに、区

立小学校及び区内就学前教育施設を対象に研修を実施することで、改定内容の周知・啓

発を行い、更なる幼保小連携を推進します。 

また、幼児と児童の交流活動、保育者と小学校教員の連携等の充実を図るため、幼保

小連携担当者※4の支援や各校のスタートカリキュラム※5編成の支援を行います。 

※3 幼保小の架け橋プログラム…子どもに関わる大人が立場の違いを越えて連携・協働し、架け橋期(5 歳児か

ら小学校 1 年生の 2 年間)にふさわしい主体的・対話的で深い学びの実現を図り、学びや生活の基盤を育く

むことを目指すプログラム 

※4 幼保小連携担当者…就学前教育施設及び小学校において、幼児期の教育と児童期の教育を円滑につなぎ、子

どもの発達や学びの連続性の保障を図る幼保小連携の取組を担当する保育者及び教員 

※5 スタートカリキュラム…小学校に入学した児童が、就学前教育施設での遊びや生活を通した学びと育ちを基

礎として、主体的に自己を発揮し、新しい学校生活を創り出していくための入学当初のカリキュラム 

 

 

【既定】 就学前教育 予算額   11,705千円 

【学び】 施策 22 学び続ける力を育む学校教育の推進 
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教育人事・指導課 

エデュケーション・アシスタントに係る予算は「会計年度任用職員（一般）人件費」に計上 

   区費時間講師に係る予算は「会計年度任用職員（短時間）人件費」に計上 

事業の目的・概要 

 学校を取り巻く環境が複雑化・多様化する中、学校に求められる期待や役割は増加し、教

員の業務負担の増大や長時間労働が恒常化しています。教員が本来の業務である学習指導

や生活指導等に集中できる環境を整え、質の高い教育を持続発展させていくため、教員の負

担軽減を図り、働き方改革を一層推進します。 

 

主な取組内容 

➢ エデュケーション・アシスタントの増員 

   主に小学校低学年のいずれかの担任の業務を補佐する「エデュケーション・アシスタ

ント」を区立小学校全校（40 校）に 1 名ずつ配置していますが、大規模校はより必要

性が高いことから、18 学級以上の学校は 2 名配置に増員することで授業の質の向上、

教員の負担軽減及び学校の組織体制の充実を図ります。 

 

➢ 区費時間講師の臨時的増員 

   主に小学校低学年へのエデュケーション・アシスタントの配置や、小学校高学年への

教科担任制実施のための教員配置が行われていることに比べ、小学校中学年には、人的

配置による支援が少ない現状があります。また、学級規模が大きい学校においては、中

学年の学級担任の受け持つ授業時数が、低学年や高学年の学級担任に比べて多くなる

傾向があります。 

そこで、試行的に区費の時間講師を追加配置し、区費時間講師が中学年の授業を担う

ことで、学級担任の授業時数を減らし、教員の負担軽減を行うとともに、教材研究等に

注力できる環境を整えることで教育の質の向上を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【既定】 教育職員人事事務 予算額   46,780千円 

【学び】 施策 22 学び続ける力を育む学校教育の推進 
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 学校支援課 

部活動指導員に係る予算は「会計年度任用職員（短時間）人件費」に計上 

事業の目的・概要 

保護者や地域住民等が学校運営に参画する地域運営学校（学校運営協議会）※1の取組を引

き続き推進し、地域と共にある学校づくりを充実させます。 

また、学校の教育活動等を支える学校支援本部や、地域教育連絡協議会※2・地域教育推進

協議会※3 の活動を支援し、多様な大人が子どもの学びを支えながら自身も学びを深めるこ

とができる環境を整え、共に創る教育の当事者のすそ野を広げていきます。 

少子化の進展等により従来の体制での運営が困難な部活動については、学校支援本部と

連携し、地域主体の活動として展開するなど、生徒の放課後等の活動の更なる充実に向けて

取り組みます。併せて、喫緊の課題である教員負担の軽減等を図るため、部活動指導員の配

置等を行い、支援体制を強化します。 

※1 地域運営学校（学校運営協議会）…学校運営の基本方針の承認や運営に必要な支援について協議するために、保護

者や地域住民等で構成された合議制の機関が学校運営協議会であり、この協議会を設置している学校のこと 

※2 地域教育連絡協議会…子どもたちの「生きる力」を育む環境づくりを目指し、青少年委員が事務局となって中学校

区単位で教育に関する懇談会や子どもたちを主体とした事業を行う組織 

※3 地域教育推進協議会…地域教育連絡協議会の組織・活動の成果を発展的に継承し、地域の多様な主体が協力・連携

しながら 0 歳から 15 歳までの子どもの育成や教育に関わる課題の解決に向けて自主的に取り組む活動を行う組織 

主な取組内容 

➢ 地域運営学校の充実 

地域の多様な区民との連携・協働が実現できるように、各学校運営協議会の課題を明

らかにし、実情に応じて伴走支援を行いながら、地域と学校の関係づくりを更に進めて

いきます。また、教員の働き方改革を一層推進していくため、学校運営協議会でも教員

の業務量管理等への関心をひろげる取組を行い、協議内容を更に深化させていきます。  

➢ 学校支援本部の放課後等活動の実施 

令和 7 年度に富士見丘中学校をモデル校として取り組んだ学校支援本部による放課

後等のスポーツ・文化芸術活動について、他の地域でも、社会教育事業として地域の特

性に応じた多様な取組が展開され、生徒が自らの志向等に合わせた活動を選択できる

ように、実施校の拡充を図ります。 

また、小学校の朝の居場所事業については、令和 7年度から行っている学校支援本部

の協力による試行実施を継続するとともに、新たに協力体制が整った 1 校を加え、実

施・展開していきます。 

➢ 部活動指導員の配置拡充 

区の会計年度任用職員として校長の管理下において、部活動の指導、大会引率など部

活動の運営・管理等の職務に従事する部活動指導員の配置数（計画数）を、16 名から

20名に拡充するなど、部活動支援の充実を図ります。 

  

【既定】 地域運営学校等推進 予算額   41,623千円 

【既定】 学校の支援 予算額   316,929千円 

【既定】 地域教育力の向上 予算額 10,707千円 

【学び】 施策 22 学び続ける力を育む学校教育の推進 

【学び】 施策 25 生涯にわたる学びの支援 
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学務課 

 

事業の目的・概要 

 栄養バランスのとれた安全・安心な学校給食を提供し、児童・生徒の心身の健全な発達を

目指します。 

 

主な取組内容 

➢ 学校給食費無償化の実施及び学校給食の質の確保 

子育てを社会全体で支える視点から、子育てにおける経済的負担の軽減を図るため、

区立小・中・特別支援学校に在籍する児童・生徒に対し、引き続き学校給食を無償で提

供します。 

学校給食の提供に当たっては、エネルギー・栄養素等の基準に基づき、児童・生徒の

心身の健全な発達に資するよう、適切な学校給食費を算定します。 

 

➢ 地産地消の取組  

児童・生徒が区内の農業について正しく理解し、農業への興味・関心を高めることを

目的に、区内の農家の協力を得て、給食食材に杉並産農産物を使用した「地元野菜デー」

を全校で実施します。 

また、学校給食でより多くの杉並産農産物を利用するため、農業協同組合（ＪＡ）や

農業者、産業振興センター等と連携し、発注から納品までの新たな仕組みによる取組を

開始します。 

 

➢ 交流自治体との連携 

交流自治体である新潟県小千谷市で生産された減農薬の米を全校の給食で提供する

「（仮称）小千谷産米の日」を実施し、食育の推進とともに、小千谷市との更なる交流

の推進につなげていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【既定】 学校給食の推進 予算額   4,621,401千円 

【既定】 
農業の支援・育成（再掲）P95  

※区民生活部 
予算額   71,248 千円 

 
新規 
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学務課 

 

事業の目的・概要 

児童・生徒が健康を保持増進し、円滑な学校生活を送るため、学校保健安全法に基づく定

期健康診断を通じて、疾病等を早期に発見し、医療機関への受診を促すとともに、健康課題

を解決する能力を身に付け、児童・生徒が生涯にわたって健康な生活を送れるよう取り組み

ます。 

また、学校生活の安全確保を図り、児童・生徒が健康で快適な学校生活を送れる環境を整

えます。 

 

主な取組内容 

➢ 定期健康診断の「脊柱側わん症検診※1」への検査機器の導入 

小学 5年生と中学 2年生の脊柱側わん症検診において、これまでの視触診に代わり、

検査機器を導入し、３Ｄ画像によるスクリーニング検査を行います。これにより、更に

検診の精度を高め、脊柱側わん症の早期発見・早期治療につなげます。 

 
※1 脊柱側わん症…脊柱（背骨）が横（側方）に曲がった状態を指し、思春期の女子に多く発症するとされてい

る。進行すると側わん変形による心理的ストレスの原因や、腰痛、背部痛、呼吸機能障害、まれに神経障害

を伴うことがある。 

 

 

➢ 「選定療養費」への補助制度の創設 

   区立学校、区立保育園、児童館等※2 の管理下において、怪我等により救急搬送した

際、病院において緊急性が認められないと判断された場合に保護者が病院に支払う「選

定療養費」に対し、23 区で初めてとなる保護者への補助制度を創設します。これによ

り、学校等が保護者の負担等に配慮して救急車の要請に躊躇することを防ぎ、更なる学

校等の安全の強化につなげるとともに、保護者の負担軽減を図ります。 

 
※2 区立保育園、児童館等の管理下における選定療養費は、「保育園運営」「児童健全育成事業」から支出しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【既定】 小学校の健康管理 予算額   195,026千円 

【既定】 中学校の健康管理 予算額   93,297千円 

 
新規 

 
新規 
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特別支援教育課・就学前教育支援センター 

学習支援教員に係る予算は「会計年度任用職員（専門）人件費」に計上 

通常学級支援員・特別支援学級（学校）介助員に係る予算は「会計年度任用職員（短時間）人件費」に計上 

事業の目的・概要 

 特別な支援を必要とする子どもは年々増加するとともに、その教育的ニーズは多様化し

ています。子どもたちの自立と社会参加を促進し、その可能性を最大限に伸ばすため、個別

の教育的ニーズに応じた支援体制の充実を図ります。 

また、発達に特性のある子どもには、就学前後の切れ目ない支援と一人ひとりの発達段階

に応じた適切な教育が受けられるよう相談支援を実施します。 

 

主な取組内容 

➢ 特別支援教育の充実に係る人材の配置 

特別支援学級及び特別支援学校で日常生活動作の介助・支援及び学習活動上のサポ

ートを行う特別支援学級（学校）介助員※1を配置します。 

また、通常の学級においては、学習面で困難を抱える児童・生徒を支援するため、小

中学校全校に学習支援教員※2を配置するとともに、学校での日常生活動作の介助・支援

及び学習活動上のサポートを行う通常学級支援員及び介助員ボランティア※3 を学校か

らの要望を踏まえながら配置していきます。 

なお、特に特別支援学級（学校）介助員及び通常学級支援員については、各学校から

更なる配置を求める声が多く寄せられていることから、教育支援チーム等の派遣を通

じて必要性を精査したうえで、適切な配置強化を行います。 

※1 特別支援学級（学校）介助員…特別支援学級または特別支援学校において特別な支援を要する児童・生徒が

安心して学校生活を送るために、安全確保及び教育活動に必要な介助を行う非常勤職員 

※2 学習支援教員…通常の学級において、発達障害等により学習面で困難を抱える児童・生徒の学習上の困難の

克服・改善のために指導・支援を行う非常勤教員 

※3 通常学級支援員及び介助員ボランティア…通常の学級において特別な支援を要する児童・生徒が安心して学

校生活を送るために、安全確保及び教育活動に必要な介助を行う非常勤職員及びボランティア 

➢ 個別の学び支援システムの活用推進 

令和 6年度に区立小学校全校に導入した「個別の学び支援システム」について、特別

支援教育に関する教員の専門性の向上や業務負担の軽減、特別な教育的配慮を必要と

する児童・生徒への個に応じた学びを支援するため、更なる活用推進を図ります。なお、

進学時における切れ目のない支援の実現を図るため、区立中学校への導入に向けた検

討を進めます。 

 

➢ 発達障害児等への教育的支援 

心理職等が、子供園及び幼稚園への巡回相談や、保育者を対象とした幼児期に   

おける特別支援教育の個別相談を実施することで、就学前教育施設に在籍する幼児

への就学に向けた教育的支援体制の強化を図ります。 

 

 

 

【既定】 特別支援教育 予算額   264,185千円 

【既定】 就学前教育（再掲）P161 予算額   11,705千円 

【学び】 施策 23 多様なニーズに応じたきめ細かな教育の推進 
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済美教育センター 

スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーに係る予算は「会計年度任用職員（専門）（一般）人件費」に計上 

事業の目的・概要 

 児童・生徒を取り巻く環境や社会の変化により相談理由が多様化していることを受け、児

童・生徒一人ひとりの悩みや課題等に応じた支援を目的として教育相談体制の充実を図り

ます。また、学校や関係機関との連携を推進し、社会的自立に向けた支援を行っていきます。 

不登校生徒の多様な教育機会の確保のため、学びの多様化学校※1の令和 10年 4月の設置

に向け、施設の設計等を開始します。また、天沼中学校の改築工事等に伴い、さざんかステ

ップアップ教室※2天沼教室と荻窪教室の仮移転に取り組みます。 

※1 学びの多様化学校…不登校児童・生徒を支援するための特別な教育課程を編成して教育を実施する学校 

※2 さざんかステップアップ教室…不登校児童・生徒が、集団活動等を通して社会性を育み、社会的自立ができるよう

支援することを目的とした教室 

 

主な取組内容 

➢ 教育相談体制の充実 

児童・生徒一人ひとりの悩みや課題に適切に対応するため、スクールカウンセラー
※3の拡充や不登校対応巡回教員※4の増員を行い、学校内外の教育相談体制の充実を図

ります。令和7年度に実施したスクールソーシャルワーカー※5の区立中学校モデル配置

では、配置校から近隣校を担当する方式を試行したものの、児童・生徒や学校との信

頼関係が築きやすい一方、福祉機関等との距離が生まれやすく本来の福祉的支援が薄

れる可能性があるため、新たにスクールソーシャルワーカーの統括者を教育委員会事

務局に配置し、連携及び支援体制の強化を図ります。 

 また、教育・福祉が一体となって地域全体で子どもを支援していく教育福祉連携に向

けて、スクールソーシャルワーカー、不登校対応巡回教員、スクールカウンセラーが一

層連携しながら、支援強化を図っていきます。加えて、不登校対応巡回教員を中心に不

登校の未然防止や早期対応を目的として、教育相談コーディネーター※6 の資質向上等

を行い、児童・生徒の心の変化を早期に把握し、組織的に対応することにより学校の教

育相談体制の充実を図っていきます。 

※3 スクールカウンセラー…いじめや不登校等の未然防止や解決、学校内の教育相談体制の充実のために配置し

ている心理の専門家 

※4 不登校対策巡回教員…巡回拠点校及び巡回校を巡回し、不登校生徒の支援、魅力ある学校づくり及び不登校

生徒の支援の助言等を行うことにより、校内における組織的な支援体制の整備について幅広く支援し、不登

校の未然防止や不登校生徒への支援の充実を図り、不登校生徒の出現率の抑制や継続数の減少、学校内外に

よる相談・指導等を受けていない生徒の解消することを目的として配置された教員 

※5 スクールソーシャルワーカー…問題を抱えた子どもと家庭・地域・学校・関係機関等に対して調整・仲介役

としての役割を担い、子どもを取り巻く様々な環境に働きかけ、子どもの生活改善を支援する福祉の専門家 

※6 教育相談コーディネーター…学校の教育相談の中心を担う教員の校務分掌の名称 

 

 

 

  

【既定】 教育相談等運営 予算額   36,571千円 

【投資】 適応指導教室環境整備 予算額   5,666千円 

【投資】 学びの多様化学校の整備 予算額   22,073千円 

【学び】 施策 23 多様なニーズに応じたきめ細かな教育の推進 
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➢ 不登校児童・生徒支援体制の整備 

増加傾向にある不登校児童・生徒に対し、一人ひとりの状況・背景に応じた学びの場

を確保するとともに、社会的自立を目指した支援を行っていきます。 

教育相談グループ※7では、少人数の活動が適している不登校児童・生徒に対し、教育

相談員が創作活動を中心とした支援を行いながら、さざんかステップアップ教室等、次

のステップにつなげていきます。 

さざんかステップアップ教室では、教育相談員、教育指導員が不登校児童・生徒に寄

り添い、児童・生徒それぞれの個別の状況に応じた支援を行います。 

また、校内別室指導支援事業を引き続き実施し、不登校及び不登校傾向にある児童・

生徒の教室以外の居場所で一人ひとりの状況に応じた支援をしていきます。 

高井戸チャレンジクラス※8では、ゆとりある生活時程の中で、一人ひとりの状況に応

じた支援を行います。 

 

※7 教育相談グループ…不登校の児童・生徒が小集団で心理士との創作活動等を通して安心できる人間関係をつ 

くり、自分に合った学びの場を考えることを目的として行う教育相談 

※8 高井戸チャレンジクラス…高井戸中学校に設置した、不登校児童・生徒の実態に配慮した教育を実施する学     

級 

 

➢ 学びの多様化学校の整備 

不登校生徒の多様な教育機会を確保するため、学びの多様化学校の令和 10年 4月設

置に向けて、予定地の旧高円寺図書館の改修設計を行います。 

また、不登校生徒の実態に配慮した特別の教育課程について、特別の教育課程検討部

会において、外部有識者の知見も活かしながら検討を進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
新規 
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庶務課・教育人事・指導課 

 

事業の目的・概要 

 子どもの心や体を傷つけるいじめは、決して許されない行為です。いじめを受けているつ

らい気持ちを一人で抱え込まないために子どもに寄り添い、その気持ちを受け止め、支援し

ていくことなどを通じて、いじめの防止等のための対策を総合的かつ効果的に推進し、全て

の子どもが安心して学び、自分らしく生き生きと暮らすことができる地域社会の実現に取

り組みます。 

 

主な取組内容 

➢ 学校問題対応専任弁護士の配置 

複雑化、多様化する教育現場の法的課題への対応に当たり、法律に基づく専門的な支

援や紛争の未然防止等を図るとともに、子どもの権利と利益を守ることを目的として、

学校問題対応支援係（ＣＥＤＡＲ
シ ダ ー

）に学校問題対応専任弁護士を非常勤職員として配置

します。 

 

➢ いじめ対策の充実 

いじめの未然防止にかかる取組として、令和 7 年度から実施している小学校 4 年生

と中学校 1 年生を対象に、実際に過去に発生したいじめ事案等からいじめを防止する

ために必要な考え方を学ぶ弁護士を派遣した授業を継続して実施します。 

また、教員向けに初任者・中堅教員・管理職などの職層に応じたいじめに関する対応

の研修を実施していきます。その他、生活指導主任を通じて、いじめの早期発見、初期

対応及び組織対応の重要性を各教員が身に付けられるような取組を行っていきます。 

さらに、新たにタブレット端末で利用できるアプリケーションを使っていじめの問

題を積極的、能動的に意識してもらうことができるコンテンツの作成などの取組を行

い、いじめを無くしていく取組を推進していきます。 

 

➢ いじめ重大事態への対処 

いじめ重大事態が発生した場合には、その事態に対処し、同種の事態の発生を防止す

るために、調査審議体制を強化した杉並区いじめ問題対策委員会が調査を迅速に行い

ます。これにより、児童・生徒が安心して学校生活を送ることができるよう取り組みま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

【既定】 いじめ対策等の充実 予算額   12,123千円 

【既定】 いじめ問題対策委員会等の運営 予算額   11,869千円 

【学び】 施策 23 多様なニーズに応じたきめ細かな教育の推進 

 
新規 
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学校整備課 

 

事業の目的・概要 

 「杉並区立学校施設整備計画（第 2次改築計画）」に基づき、区立小・中学校の改築を進

め、安全の確保と教育環境の整備を行います。 

 また、長寿命化が期待できる建物のうち築 40年を迎えた杉並第十小学校については、機

能や性能の劣化の回復を目的とした修繕に加え、バリアフリー改修など社会的なニーズに

対応するための機能向上を目的とした改修を盛り込んだ、長寿命化改修を進めます。 

 

主な取組内容 

➢ 杉並第二小学校の改築 

環境整備工事を引き続き実施し、令和 8年度末の完了を目指します。 

令和 8年度 令和 9年度 令和 10年度 

・環境整備工事 ― ― 

 

➢ 中瀬中学校の改築 

旧校舎解体工事を引き続き行うとともに、環境整備工事に着手します。 

令和 8年度 令和 9年度 令和 10年度 

・旧校舎解体工事 

・環境整備工事 

・環境整備工事 
― 

 

➢ 神明中学校の改築 

新校舎の建設工事を進めます。 

令和 8年度 令和 9年度 令和 10年度 

・新校舎建設工事 ・新校舎建設工事 

・環境整備工事 

・環境整備工事 

 

【投資】 杉並第二小学校の改築 予算額 239,816千円 

【投資】 中瀬中学校の改築 予算額   430,431千円 

【投資】 神明中学校の改築 予算額   1,625,158千円 

【投資】 杉並第一小学校の改築 予算額   310,676千円 

【投資】 西宮中学校の改築 予算額   74,154千円 

【投資】 天沼中学校の改築 予算額   154,053千円 

【投資】 桃井第一小学校の改築 予算額   60,329千円 

【投資】 小学校の長寿命化改修 予算額   571,736千円 

【既定】 小学校の運営管理 予算額 3,755,481千円 

【既定】 中学校の運営管理 予算額 1,771,396千円 

【学び】 施策 24 身近に活用できる教育環境の整備・充実 
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➢ 杉並第一小学校の改築 

 実施設計を行い新校舎の建設工事に着手します。なお、着工が年度末に近く、実施設

計着手から間もないため、工費計上は適切な時期に改めて行います。 

令和 8年度 令和 9年度 令和 10年度 

・実施設計 

・新校舎建設工事 

・新校舎建設工事 ・新校舎建設工事 

 

➢ 西宮中学校の改築（(仮称)コミュニティふらっと宮前併設） 

老朽化に伴う校舎改築に向けて、引き続き改築検討懇談会を開催し、基本設計・実施

設計を行います。 

令和 8年度 令和 9年度 令和 10年度 

・基本・実施設計 ・実施設計 ・新校舎建設工事 

 

➢ 天沼中学校の改築（さざんかステップアップ教室併設） 

老朽化に伴う校舎改築に向けて、実施設計を行うとともに、仮設校舎建設に向け発注

を行います。 

令和 8年度 令和 9年度 令和 10年度 

・実施設計 ・実施設計 

・仮設校舎建設工事 

・旧校舎解体工事 

 

➢ 桃井第一小学校の改築 

老朽化に伴う校舎改築に向けて、改築検討懇談会を開催し、基本設計を行います。 

令和 8年度 令和 9年度 令和 10年度 

・基本設計 ・基本設計 

・実施設計 

・実施設計 

 

➢ 小学校の長寿命化改修 

築 40年を迎えた学校について、学校の夏季休業期間等を利用して長寿命化改修を実

施します。 

〇杉並第十小学校 

令和 8年度 令和 9年度 令和 10年度 

・改修 ・改修 ・改修 

 

➢ 校庭改修 

校庭の水はけや砂塵、異物等の課題がある西田小学校、天沼小学校、荻窪中学校につ

いて、学校の夏季休業期間等を利用して土の入れ替えを伴う校庭改修を令和 8 年度に

実施します。 

令和 8年度 令和 9年度 令和 10年度 

・実施 ・実施 ・実施 

 

 

 

 
新規 
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➢ 暑さ対策の取組 

 空き教室を利用して取り組んできた少人数教室・学習室、特別支援教室、校内別室※

の中で、空調機が未設置の教室に設置工事を実施します。また、近年の猛暑の影響で、

一部の学校で空調機を使用しても室温が下がらない教室等があることから、引き続き

最上階普通教室の天井断熱改修工事を進めます。令和 8 年度からは老朽化した普通教

室空調機の更新に向けた設計委託を行うほか、屋内運動場の暑さ対策のため屋根の断

熱改修工事を行うなど、児童・生徒が安心して学習できる環境を整えるため、校舎等の

暑さ対策に取り組みます。 

※ 校内別室…不登校及び不登校傾向の児童・生徒の教室以外の居場所 

 

➢ 耐用年数調査 

   多くの学校が老朽化による改築時期を迎える中、敷地の制約や建設費の高騰、工期の

長期化等により、築 65年までの改築が難しいケースが出てきています。こうした新た

な課題に対応するため、小学校 5校を対象に、建物躯体の残存耐用年数を工学的な見地

から評価する耐用年数調査を試行的に実施します。 

 

➢ 学校による区民プール利用のモデル実施 

老朽化している学校プールの今後のあり方検討の一環として、区立小中学校の水泳

授業における区民プール利用の可能性を検証するため、三谷小学校の児童 2 学年が近

隣の杉並区上井草温水プールを利用し、併せて水泳指導を委託するモデル事業を実施

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
新規 

 
新規 
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中央図書館 

 

事業の目的・概要 

 「杉並区立図書館サービス基本方針」に掲げる図書館像の実現に向け、図書館サービスを

より一層充実させるため、自動貸出機等のＩＣタグシステム関連機器により利用者の利便

性を高めるとともに、区に関する資料をデジタルアーカイブ化して保存や情報発信などを

進めていきます。また、老朽化した図書館の改築に向けて課題の整理等に取り組みます。 

 

主な取組内容 

➢ ＩＣタグシステムを利用した図書館サービスの充実 

導入が完了したＩＣタグシステムを円滑に運用し、自動貸出機等の機器を活用する

ことで、貸出に要する時間や蔵書点検作業の短縮を図るほか、不正持ち出し防止など、

一層のサービス向上と業務の効率化を進めていきます。 

 

➢ 歴史的資料のデジタルアーカイブ化 

区の歴史的資料のデジタル化を進めるとともに、デジタルデータを保存・公開・活用

する杉並区デジタルアーカイブ事業について、その資料を広く発信し、より多くの区民

等がいつでもどこからでも閲覧・活用しやすい環境の整備に取り組んでいきます。 

 

➢ 宮前・柿木図書館の改築 

宮前図書館の改築について、区立施設マネジメント計画に基づき、令和 12年度から

予定する改築工事に向けて、改築基本方針や設計案の策定等整備に係る工程を確認す

るとともに、休館中の臨時窓口設置等の課題を整理します。また、柿木図書館について

は、老朽化が進む周辺施設とあわせて、区民の意見を聞きながら更新方法等の検討を進

めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【既定】 図書館運営 予算額   1,633,594千円 

【学び】 施策 24 身近に活用できる教育環境の整備・充実 

【文化・スポーツ】 施策 28 次世代への歴史・文化の継承 
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生涯学習推進課 

 

事業の目的・概要 

区民一人ひとりの主体的な学びを育むとともに、互いに学び合い、教え合うことができる

よう、身近な地域における学びの機会の充実と人と人とのつながりづくりを進め、誰もが生

きがいを感じながら学び続けられる生涯にわたる学びを支援します。  

また、区指定・登録有形文化財等を生かした杉並らしい展示の引き続きの実施や歴史的・

文化的価値を有する資料の調査・保存・活用を通して、杉並の歴史資産や文化資産を次世代

に継承する取組を推進します。 

 

主な取組内容 

➢ 社会教育士等を効果的に活用した学びの支援等の充実 

区民の学びからつながりを育み、地域づくりへと広げる社会教育士※を育成するため、

引き続き、地域で活動する区民に対し、機会を捉えて社会教育士に関する周知や理解促

進を図ります。 

また、「学び合いのワークショップ」や社会教育に関わる相談対応等を通じて、様々

な分野における活動や取組に対して「学び」を仕掛ける社会教育士等の実践や新たな学

習活動の展開を側面から支援し、地域での学びあいの機会や場の充実を図ります。 
※  社会教育士…ファシリテーション能力やコーディネート能力等を有し、地域の教育、福祉、防災、環境など

様々な分野における学びの支援を通して、人づくりや地域づくりに携わる役割を担う専門人材の称号 

 

➢ 日本を代表する詩人・谷川俊太郎関係資料の保存・活用 

杉並名誉区民であり、日本を代表する詩人・谷川俊太郎氏の蔵書や原稿、書簡、収集

品など貴重な資料を調査・活用し、谷川氏作品の世界感やことばの魅力を多くの方々に

伝え、次世代へと継承するため、資料の収蔵・展示施設について検討を進めます。 

 

➢ 杉並らしい特別展・企画展の実施 

区指定・登録有形文化財等を活用して、杉並に根差した題材でありながらも区の内外

にアピールできる、魅力のある特別展・企画展を実施します。令和 8年度は特別展で、

与謝野晶子荻窪居住 100年を記念し、遺品や関連資料を多く所蔵する、さかい利晶の杜

（大阪府堺市）および鞍馬寺（京都市）の協力のもと、晶子が杉並に暮らした時代を中

心に、その多大な業績を紹介します。 

【既定】 社会教育の振興 予算額   9,531千円 

【既定】 社会教育事業の運営 予算額   14,260千円 

【既定】 文化財調査・保護 予算額   20,548千円 

【既定】 郷土博物館の運営管理 予算額   18,878千円 

【学び】 施策 25 生涯にわたる学びの支援 

【文化・スポーツ】 施策 28 次世代への歴史・文化の継承 
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